
令和６年度 第１１回逢妻地域会議 会議録 

 

■日 時  令和７年３月１９日（水） 午後６時３０分～８時 

■場 所  逢妻交流館 １階 多目的ホール 

■出席者   

 

 

 

 

 

 

 

■次 第  

１ 会長あいさつ 

２ 令和６年度検討内容まとめについて 

３ 逢妻地域の課題の解決策の検討について 

（１）グループワーク 

（２）検討内容共有 

４ その他 

（１）費用弁償の振込について 

（２）退任委員について 

（３）事務局課名変更について 

 

■議 事（要約） 

２ 令和６年度検討内容まとめ 

１年間地域会議で検討してきた内容のまとめについて、事務局から資料のとおり説明

した。 

 

３ 逢妻地域の課題の解決策の検討について 

（１）（２）グループワークについて 

めざす姿を数値化し、事業開始から５年後に達成するために、短期～長期的に地域が

取組むべきことを３クループに分かれて検討した。 

なお、短期的～長期的の各段階において、小目標（仮）を以下のとおり定めた。 

 

＜各段階の小目標＞ 

『短期的（１～２年）』の小目標 

・家具固定の実施割合向上   ・食料の備蓄割合向上 

『中期的（３～５年）』の小目標 

・防災訓練の参加者増加（取組を地域に浸透させる） 

『長期的（６年～）』の小目標 

・更なる備蓄、家具固定実施率増加等取組の定着 

＜委 員＞ 都築 幸雄（会長） 岡部 千治（副会長） 加納 勝彦 

 岡田 一 竹原田 力 松崎 康則 

 天野 正男 松下 正治 西 澄弘 

 岩内 輝義 今村 典生 千葉 洋 

 柿本 敏光 鈴木 仁 原田 裕美 

＜欠席者＞ 杉浦 義元 原田 朋実  

＜事務局＞ 塚田 征弘（地域支援課 担当長） 近藤 綾香（地域支援課 主事） 



（参考） 

逢妻地域の課題 

住民の防災意識が低く、備えができていない。防災訓練の参加率が低い。 

 

めざす姿 

住民の防災意識が高く、災害時に適切な行動をとることができる。 

 

各グループから出た主な意見は以下のとおり。 

＜Aグループ＞ 

『短期的（１～２年）』に取組むと良いこと 

実施主体：自治区 

・自治区回覧に、家具固定や食料の備蓄を呼びかけるチラシを折込む 

・家具固定を呼びかけるポスター掲示、地域の会合や祭りで呼びかける 

 

『中期的（３～５年）』に取組むと良いこと 

実施主体：自治区、地区コミュニティ会議 

・高齢者世帯を訪問し、家具固定のサポートを実施 

・コミュニティ行事（ふれあいまつり等）に防災訓練を取り入れる 

・地域のネットワークを強化し、自治区・企業・学校等が連携する 

 

『長期的（６年～）』に取組むと良いこと 

実施主体：自治区、地区コミュニティ会議 

・防災イベントを実施できる業者に入ってもらい、参加率が高く、防災意識向上につなが

る内容の訓練を合同で企画する。 

 

＜Bグループ＞ 

『短期的（１～２年）』に取組むと良いこと 

実施主体：個人、自治区 

・環境美化等、組で集まる機会を通じて、チェックリストを配付し、家庭での防災意識を

高めてもらう。（最低限備えるべき具体例を挙げておく。）さらにそれを提出してもらう

ことで、実態調査も兼ねる。 

 

『中期的（３～５年）』に取組むと良いこと 

実施主体：自治区、地区コミュニティ会議 

・自治区単位で体験型訓練（専門家による講習など）＋防災グッズの配布を実施 

・コミュニティ会議での情報交換で逢妻流を考える 

 

『長期的（６年～）』に取組むと良いこと 

実施主体：自治区 

・自治区ごとに、これまでの取組の点検・修正による実施率の向上を図る。 

 

 



＜Cグループ＞ 

『短期的（１～２年）』に取組むと良いこと 

実施主体：個人、自治区 

・家具固定・備蓄の必要性についてポスター配付 

・防災チェックシートを配付して、各家庭の問題点を把握してもらう。 

 

『中期的（３～５年）』に取組むと良いこと 

実施主体：自治区、自主防災会、小中学校 

・体験型・ゲーム形式での防災訓練の実施 

・地域イベントとコラボしてイベントを実施 

・黄色いタオルを使用した安否確認訓練の実施 

 

『長期的（６年～）』に取組むと良いこと 

実施主体：自治区、地区コミュニティ会議、自主防災会、消防団、小中学校 

・防災の日を制定する。 

・テーマを決めて訓練をする。（消火活動・安否確認等） 

・防災チェックシートでの再確認 

 

・今後の進め方については、５月に地区区長会との意見交換会を実施し、意見交換の内容

を踏まえて提言内容の最終調整をすることとした。 

・それに伴い、４月の地域会議は中止することとした。 

 

４ その他 

（１）費用弁償の振込について 

   令和６年度の出席回数に応じて、４月中を目途に費用弁償を振込むことを事務局か

ら報告した。 

 

（２）退任委員について 

杉浦委員及び原田（朋）委員が令和６年度末で退任される旨、事務局から報告した。 

 

（３）事務局課名変更について 

   令和７年度から、事務局の課名が「地域交流課」に変更となる旨説明した。 

 

 
●令和７年度 第２回逢妻地域会議 

日時：令和７年５月２１日（水）午後６時３０分～ 

場所：逢妻交流館 多目的ホール 


